


















Because of the inﬂow of “new-comers” or migrant workers since the late
1970s, religious diversiﬁcation has been increasing in Japan. Unlike in
receiving countries in the West, there have been no signiﬁcant religious
conﬂicts between these new-comers and established residents of the host
society for the following reasons: (1) The culturally pluralistic climate in
Japan tolerates various religions, beliefs and thoughts; and (2) About
90% of the total migrants (exceeding 2 million in 2005) came from East
Asia (South and North Korea, China), Southeast Asia (the Philippines,
Thailand, Vietnam, et al.), and South America (Brazil and Peru). In all
of these countries, Buddhism and Christianity is dominant just as has
been true in Japan. Instead, the problems until now have been difﬁ-
dence, bias, or indifference by the Japanese towards the non-Western
migrants themselves, combined with strong restrictions on immigration
and employment opportunities. Therefore, in place of the national gov-
ernment, religious organizations, willingly or not, have come to protect
the migrants and promote communication between them and the Japa-
nese, acting like local governments of industrial areas and NGOs. Both
the existing and the migrant-based Christian churches especially have
initiated substantial, mental and other supports. This has occurred, on
the one hand, because of the growing ecumenical movement of support
for the migrants in the world, and also because the Japanese churches
since the 80s have been multi-nationalized, not only in their congrega-
tions but also in their clergy as a result of aging and the low birth rate.
Even the Indonesian migrants, who experienced a drastic population
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growth beginning only in the late 90s, rapidly developed four indepen-
dent churches in twenty-one locations — speciﬁcally, they were Catholic,
Evangelical (inter-denominational), Neo-Pentecostal (Charismatic), and
Reformed-Nationalist (Minahasan). This resulted even though these
migrants until the end of 80s had had only one joint prayer organization
(which was under the protection of the Indonesian Embassy). A further
challenge for these churches is now to work on the adaptation of the
Indonesians in Japan, in improving their language skills and job condi-






1995; 樋口 1998; 吉原・ペトロ 2001; 川上 2001a; 渡辺 2001; 飯田 2002; 桜
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在日 /滞日外国人、あるいは在留資格の登録上 ‘在留外国人’ とも呼ば
れるこれらの移民は、2004年末に 197万人以上、出身国は 188ヶ国からな
り(財団法人入管協会 2004: 3、7)、現在はすでに 200万人をこえている。彼















総数 (人) 1,973,747 4,699
01 : 韓国・朝鮮 607,419 904
02 : 中国 487,570 95
03 : ブラジル 286,557 107
04 : フィリピン 199,394 229
05 : ペルー 55,750 8
06 : アメリカ合衆国 48,844 1,957
07 : タイ 36,347 28
08 : ベトナム 26,018 27
09 : インドネシア 23,890 43































1994; Tirtosudarmo 2004; カトリック難民移住移動者委員会 2002b; Hagan
2002; Hirsman 2002)。日本の場合は、移民労働者の受け入れの規制がい



















































たこともあるようだ (戸田 2001: 125–146; 川上 2001a、2001b; 田辺 2000:
172–180)。ただし、これらの国々の出身者もやはり仏教徒だけに限らない。
例えば、在日ベトナム人の 3 割はカトリック教徒であるし (戸田 2001:
112)、ミャンマーの少数民族であるカチンやカレンは各々のプロテスタン
ト教会に集まり、イスラーム教徒であるロヒンジャーはビルマイスラム教
会を結成している (田辺 2000: 9–15、181)。
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建立した (東京ジャーミィウェブサイト; 神戸モスク 1936; 桜井 2003: 200–
204)。また、戦時中はムスリム懐柔のため日本軍による研究も進められた
(Arai 2005; シディキ 2003: 145–146)。戦後は日本ムスリム協会やアラ
ブ・イスラーム学院などが設立された他、インドネシアやイラン、サウジ
アラビアの政府機関付属学校などでも宗教教育と礼拝がおこなわれてきた









































教徒が約 26.8万人、キリスト教徒が 75.8万人となる。10) コリアン・華人の
信者数が仏教・キリスト教のどちらについても意外に少なくなるのは、彼
らの出身地域では ‘無宗教’ ‘無神論者’ などの人口がそれぞれ国民の半数
近くいるためでもある。だが実際は、より多数が日本でキリスト教に改宗
したり、主要行事などに不定期に参加しているものと想像される。外国籍
のイスラーム教徒は、桜井 (2003: 35–36)によれば 2000年末に 4.2万人強
と推計されたが、現在はさらに増えているので 5万人前後はいるだろう。11)
この他、日本経済を支える移民労働者として、特殊な査証を用いる外国人





















あげている (例えば樋口 1998; Warner and Wittner 1998; Eck 2001; 吉原・











ともなっている (イシ 1995; Goz´dziak 2002; 石井 2003; 樋口・丹野・樋口
1998; 樋口・丹野 2000)。さらに、組織内部のジェンダー、世代、職種など
の多様性と変容、およびそれらが生み出す葛藤と調和についても観察され
ている (Yang 1998; Chai 1998 など)。
3つめの主題は上記の第 2主題の延長でもあるが、近年のグローバルな
動向としての移住労働と宗教の関係、および移民労働者に対する宗教系諸
団体の支援活動についてである (Tirtosudarmo 2004; Hagan 2003; Hirsman
2004 など)。後進諸国では福利厚生や人権保護が政府当局と同等かそれ以
上に宗教組織や関連 NGO によって推進されている例も多く、カトリック















しばしばある (戸田 2001: 125–143; 桜井 2003: 129–130; 網野 2005: 109な
ど)。だが、近年は宗教指導者の立場から組織内の事情について率直な報告





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アジア・中東 オセアニア アフリカ 北米 ヨーロッパ 南米 

















となった国内では海外宣教が重要な戦略となっている (朝倉 2005: 6; 秀村






























1990 92 2000989694 02 04 年 
人 
表 3: 宗教ビザによる入国状況の変遷 (年)
出典: 財団法人入管協会(“在留外国人統計”)各年版
地域 主要国 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004
総数(人) 5,476 5,599 5,631 5,010 4,962 4,976 4,858 4,699
アジア・中東 小計 378 596 774 900 994 1,125 1,286 1,448
1 : 韓国・朝鮮 229 375 516 606 666 724 804 904
2 : フィリピン 54 86 102 127 136 180 217 229
3 : 中国 33 41 50 54 55 57 69 95
4 : インド 25 36 35 37 39 42 51 59
5 : インドネシア 5 9 12 15 25 32 36 43
ヨーロッパ 1,290 1,294 1,243 1,136 1,004 911 838 708
アフリカ 19 31 32 40 40 44 52 49
北米 3,625 3,482 3,353 2,749 2,636 2,647 2,398 2,205
南米 小計 33 51 51 64 78 91 133 144
1 : ブラジル 10 15 15 23 35 51 99 107
オセアニア 131 145 177 174 156 157 149 141
無国籍 0 0 1 2 2  1 2 4























































































































































































































































































































































































































と (表 2)、韓国・朝鮮とインドネシアの半数、中国・ベトナムの 2～3割、
フィリピン・北南米・英国の 8～9割はキリスト教関係者と思われる。仮
表 5: 国籍別宗教ビザ保持者の居住県 上位 5位(2004年末)
(人)
出典: 財団法人入管協会 2005
全 体 韓国・朝鮮 中 国 ブラジル
総数 宗教ビザ 総数 宗教ビザ 総数 宗教ビザ 総数 宗教ビザ
1,973,747 4,699 607,419 904 487,570 95 286,557 107
1 東京 東京 大阪 東京 東京 東京 愛知 京都
345,441 1,035 146,678 268 118,896 22 63,335 19
2 大阪 大阪 東京 大阪 大阪 山梨 静岡 静岡
212,590 384 101,620 211 38,554 18 44,248 12
3 愛知 愛知 兵庫 千葉 神奈川 宮城 三重 愛知・東京
179,742 274 60,289 51 37,097 8 18,157 各 11
4 神奈川 神奈川 愛知 神奈川 埼玉 兵庫 長野 三重・滋賀
147,646 270 44,135 44 30,887 7 17,758 各 9
5 埼玉 兵庫 京都 福岡 千葉 千葉・静岡 岐阜 岐阜











カトリック 人数 プロテスタント 人数
総数 1,098 総数(全 57教団) 559
東京大司教区 171 ユース・ウィズ・ア・ミッション(世界青年宣教会) 108
大阪大司教区 87 センド国際宣教団 52
名古屋司教区 61 日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 31
横浜司教区 58 世界福音伝道団 24
広島司教区 43 インターナショナル・チャペル・ミニストリーズ 23
高松司教区 38 リーベンゼラ日本宣教団 21
福岡司教区 36 西日本福音ルーテル教会 18
京都司教区 33 日本福音自由教会協議会 18
大分司教区 29 保守バプテスト同盟 17
さいたま司教区 27 日本アライアンス・ミッション 15
仙台司教区 23 クリスター日本宣教団 14
札幌司教区 19 日本福音バプテスト宣教団 13
新潟司教区 13 同盟福音基督教会 13
鹿児島司教区 10 日本福音教団 13
長崎大司教区 9 日本ホーリネス教団 12
那覇司教区 8 日本福音ルーテル教会 11
(16教区小計) (665) 日本長老教会 11
*修道者(全国) 430 日本キリスト改革派教会 10
*在俗会員(全国)  3 日本聖契キリスト教団 10
出典: キリスト教年鑑編集部 2004b、カトリック中央協議会ウェブサイト
【注】10人未満のプロテスタント諸団体は省略。
異文化コミュニケーション研究 第 18号 (2006年)
60
会では、個々の教会を統合する教区・教団・教派などの上位組織があり、
























の日本人指導者が、さらに 2005年には倍増して 62教団 376名が宣教師と

















































































2004a: 78; 呉 1997: 160; 飯田 2002: 51–52; 戸田 118–119; イシ 1995: 310–











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(World Council of Churches; 略称 WCC) や世界福音同盟 (World Evan-
gelical Alliance; WEA)、またカトリック・プロテスタントの諸団体が構成
するアジア・キリスト教協議会 (Christian Conference of Asia; CCA) など
も結成されている(今橋・徳善 2002: 106–110; キリスト教年鑑編集部 2004b:
78–83; カトリック中央協議会 1987、1998など)。さらに、青少年や婦女子
を中心とした平和運動では、国際同盟 YMCA (Young Men’s Christian















また前出の国際カリタスや国際移住委員会 (International Catholic Migra-
tion Commission; ICMC) なども難民や女性労働者の保護に携わっている
(教皇庁 正義と平和評議会 1990: 54–58; カトリック中央協議会 2002a; ‘カ




































1990年代の代表的 NGO であった Kopbumi (Konsorsium Pembela Buruh
Migran Indonesia) の援助団体には、上記のカトリック評議会や NGO、プ
ロテスタント諸教会の Global Ministries of the Uniting Churches、宗教間
対話を推進する英国 NGO の International Association for Religious Free-




Christian Action’s Domestic Helpers and Migrant Workers Programme にも
支援されている (これらの NGO については大形 2004; Yayasan Excel 2003;





































































出典: カトリック中央協議会 2002およびウェブサイト、‘カトペディア2004’ 編集
委員会 2004、“キリスト教年鑑” 各年度版 鵜沼 1991: 76–80、今橋・徳善
2002: 53–54、在日大韓基督教会ウェブサイトなどより































































水面下の差別感が問題となっている (中川 2003; シディキ 2003も参照)。






















































いたわけではなく、1965 年の 9 月 30 日事件と呼ばれる共産党のクーデ
ター未遂と以後の反共運動の展開につれて、主に 70年代以降強化されてき
た。上記の宗教に属さない者は ‘無政府主義者’ として赤狩りの対象とな







































共同体、略称 PGI) の母体となった (ウクール 1985; 伊東 1991; 木村 2004
など)。
オランダと日本の植民地支配を経てインドネシアが 1945年に独立した











ば Schreiner 1972; Kipp 1993; Buchholt 1994; Lunnemman 1994; Coomans
1980; Aragon 2000; McKenzie 1988; Boelaars 1991; 木村 2004; Farhadian
2005 など)。その他、教団・教派や関係者が刊行している教会史、指導者
などの伝記や半生記、会議録などもある。こちらは教会の性質上、カト
リックによるものが多い (Bagian Dokumentasi Penerangan Kantor Walige-
reja Indonesia 1972–1974; Kantor Waligereja Indonesia 1989; Rosariyanto
2001; Heuken 2002、2003; Van den End and Wijtjens 1993; Van den End
2004; De Jonge 2003; Senduk 1994?; Maris 2004 など)。統計資料は宗教
省によって宗教人口や指導者、礼拝所などの統計が毎年出される他、カト
リックは中央協議会 (Konferensi Waligeraja Indonesia; KWI) の年鑑、プ
ロテスタントのうち PGI に所属する教団・教会は PGI による簡単な信
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末の時点で 2.4万人弱である。その他に、船員手帳という特殊な査証を用



















年 1985 1990 1995 2000 2004
総数 1,704 3,623 6,956 19,346 23,890 (人)
内訳(カッコ内は人数)
1 東京 (796) 東京 (1,106) 東京 (1,313) 東京 (2,175) 東京 (2,589)
2 神奈川 (111) 神奈川 1,(293) 神奈川 1,(522) 静岡 (1,349) 愛知 (2,039)
3 大阪 (104) 愛知 1,(222) 埼玉 1,(480) 長野 (1,315) 静岡 (1,910)
4 兵庫 1(69) 埼玉 1,(172) 愛知 1,(379) 埼玉 (1,236) 茨城 (1,434)
5 千葉 1(69) 三重 1,(158) 茨城 1,(347) 愛知 (1,213) 埼玉 (1,277)
6 埼玉 1(59) 石川 1,(148) 千葉 1,(344) 茨城 (1,204) 長野 (1,168)













では、全国の留学生による ‘インドネシア人留学生連合 (Persatuan Pelajar
Indonesia; 略称 PPI)’ の名古屋支部会が民俗芸能の公演や交流会を主催し
ている。その他、関東には日本人配偶者らが結成した ‘日本インドネシア
家族(妻)の会 (Persatuan Isteri Indonesia Jepang; PIIJ)’ (東京、1985年











Rantau Indonesia; YARI) が東京の公園に集まったり、研修生や船員が帰
国後もインフォーマルな OB 会を通じて職探しの情報交換をしたりするよ
うになった ( 島 2005a: 35、2005b: 84–85)。労働者が急増した地方都市で
は先述のように各宗教の礼拝場が交流の場としても重要性を増しており、
インドネシア人研修生なども遠方から数多く集まっている (写真 6)。礼拝






















徒の会 (Keluarga Masyarakat Kristen Indonesia; KMKI)27) は 1980年代に
入るとカトリック・プロテスタント諸教の教会でそれぞれ独自の組織を形
成し、地方都市にも支教会を広げてゆく。イスラーム教徒の会 (Keluarga
Masyarakat Islam Indonesia; KMII) では独自の礼拝場を建設するなどの
予定はないが、留学生や子供をもつ親たちを中心に周辺地域のモスクや留
学先の大学でも頻繁に礼拝やコーラン学習会 (pengajian)、交流会などをお
こなっている (写真 7・8)。ヒンドゥー教徒の会 (Dharma Santi) は宗教
の性質上ほぼバリ島民で占められ、宗教儀礼で重要なガムラン演奏や舞踊
の練習・上演にも熱心である。近年は日本人との合同演奏もおこなう ‘バ






























































































でなく、神言会 (Societas Verbi Divini; SVD)、淳心会 (Congregatio Im-
maculati Cordis Mariae; CICM)、イエズス・マリアの聖心会 (Sacrés Coeurs



























































































会 (Yayasan Persekutuan Pekabaran Injil Indonesia; YPPII) を通じて、同
会設立の神学校から神学生や牧師を招聘し、各支教会を担当させるように
なった (日本キリスト教新聞編集部 1980–2005、‘海外の日本人宣教師’ 統
















































国際宣教センターも開設している (De Jonge 2003; Maris 2004; インドネ
シア・フルゴスペル教会ウェブサイトなど)。






















































































ようになった (日本基督教団茨城教区 2002; 山本 2002; 目黒 2005など)。
日系インドネシア人労働者は大洗以外の地域でも導入されている。千葉










































































の寄付を入れる籠(左右)がみえる。(三重、  2005年 10月)
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ミナハサ / トンセア / マ
ナド
ミナハサ /マナド








































































































1: ‘居住形態’ は 1を基準にした場合の地理的関係で、1～11は同一アパート内に居住。(複点
線 =夫婦、点線 = 1軒に同居、直線 = 異なる住宅に居住、二重線 =異なる地域に居住)
2: ‘現住所’ はインドネシアにおける来日前の居住地。
3: ‘母国の宗教’ は本人申告による。プロテスタントで教派・教団などの不明なものは ‘プロ
テスタント’ とのみ記した。
4: ‘日本の所属教会’ は本人申告による。(超教 =超教派教会、新ペ =新ペンテコステ系教会、
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ジェクト ‘日本のインドネシア人社会’ 第 1回ワークショップ (2005年 1月 23
日、於: アルカディア市谷私学会館)での報告をもとに加筆・修正したものであ
る。
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6) 第 2バチカン公会議 (1962–65年)以来、ローマ教皇庁によって大幅な改正が
おこなわれ、これを機に聖典・式次第の言語もラテン語から各国語・地方語で
再編纂された。60年代後半から 70年代にかけての過渡期にはラテン語とその















なってもらう、など (例えば田辺 2000: 176; 飯田 2002: 61、147など)。





湾 75,086人 (15.4%)、タイ 34,239人 (94.2%)、ベトナム 17,354人 (66.7%)で、
合計 267,600人。キリスト教は韓国・朝鮮籍 159,571人 (26.3%) (*韓国の比率
を使用)、中国・台湾 25,354人 (5.2%)、ブラジル 279,393人 (97.5%)、フィリ
ピン 174,669人 (87.6%) (*土着キリスト教はのぞく)、ペルー 53,353人 (*カト
リック 95.7%のみ、プロテスタントは土着キリスト教などと混合されているの
でのぞく)、インドネシア 3,130人 (13.1%)、アメリカ 41,371人 (84.7%)、英国
12,947人 (71.6%)、ベトナムのみ戸田 (2000)に従ってキリスト教徒を在日全
体の 3割、7,805人として、合計 757,593人 (タイの純キリスト教徒比率は不
明)。ただし、これらの数値は国によっては数年前の資料を使用しており、また
各国の宗教省庁などによる統計とずれる場合もある (3–1節参照)。
11) イスラーム教徒を注 5と同様に試算すると、インドネシア 18,276人 (76.5%)、
フィリピン 10,169人 (5.1%)、タイ 1,672人 (4.6%)、アメリカ 733人 (1.5%)、









ア会 (SVA)’ や、カンボジアの HIV 防止・感染者カウンセリングをおこなう
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